
JP 4500737 B2 2010.7.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通常再生用の画像データとサーチ再生用のサーチ画像データとが記録された記録媒体か
らデータを再生する画像再生装置において、
　前記記録媒体から前記画像データと前記サーチ画像データとを含むデータを再生する再
生手段と、
　前記再生手段により再生されたデータに含まれる前記画像データを正方向一倍速で通常
再生するときに、前記再生されたデータに含まれる前記サーチ画像データを抽出して記憶
する記憶手段と、
　前記画像データを所定枚数の縮小画像によって表したインデックス画像の生成を指示す
る指示手段と、
　前記指示手段による指示に応じて前記インデックス画像の生成が行われる際、前記記録
媒体の記録終了位置にサーチして当該記録終了位置のタイムコード値を読み込んだ後、前
記通常再生とは逆方向のサーチ再生を行って、前記タイムコード値と前記所定枚数とに従
って決定される間隔に位置するサーチ画像データのうち、前記記憶手段に記憶されていな
いサーチ画像データを抽出して前記記憶手段に記憶するサーチ再生手段と、
　前記通常再生及び前記サーチ再生によって前記記憶手段に記憶されたサーチ画像データ
を用いて、前記所定枚数の縮小画像を並べたインデックス画像データを生成するインデッ
クス画像生成手段と、
　前記通常再生された前記画像データに係る表示画像と、前記サーチ再生された前記サー
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チ画像データに係る表示画像と、前記インデックス画像生成手段で生成された前記インデ
ックス画像データに係る表示画像とを選択的にモニタに表示させる選択手段とを備えたこ
とを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記インデックス画像生成手段は、前記再生手段により再生されたデータに含まれるタ
イムコード値に応じた順番で前記縮小画像を並べて、前記インデックス画像データを生成
することを特徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項３】
　前記インデックス画像生成手段は、複数の前記縮小画像とともに、当該複数の縮小画像
のうち選択された画像を示す情報と、当該選択された画像に関する印刷設定の情報とを含
む前記インデックス画像データを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画
像再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記憶媒体、特に磁気テープの斜め方向に形成された情報トラックに記録され
たサーチ画像データを再生して、インデックス画像を生成する画像再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイビジョン記録が可能なデジタルビデオカメラのように、近年、画像及び音声のデー
タをＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）方式のよ
うな高度な圧縮方式を用いて記録／再生することが可能となってきている。その方式によ
れば、特に磁気テープにＭＰＥＧ方式を用いた高画質記録を行うデジタルＶＴＲ（Ｖｉｄ
ｅｏ　Ｔａｐｅ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）では、通常再生以外の変速再生（サーチ再生）を行
うために、通常再生用とは別の領域にサーチ再生のための専用データを記録する方式が既
に提案されている（例えば、特許文献１、２参照）。これらの方式では、通常速度の８倍
もしくは２４倍といった高速サーチにて、前記サーチ専用データを読み出し表示すること
が可能である。
【０００３】
　これらの提案によれば、８倍速再生用のサーチ画像データは、Ｉピクチャ、Ｐピクチャ
、Ｂピクチャにて構成される１５フレームからなる１ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃ
ｔｕｒｅ）に対して１枚の画像を、テープ上１５０トラック（１５フレーム分のテープ長
）に渡って分散的に記録する。また、２４倍速再生用のサーチ画像データは、テープ上４
ＧＯＰに対して１枚の画像を、テープ上６００トラック（６０フレーム＝４ＧＯＰ分のテ
ープ長）に渡って分散的に記録する。トラック上の記録位置は、８倍もしくは２４倍の速
度でテープを搬送した場合に、テープからのデータを読み込むための磁気ヘッドがトレー
スする軌跡に沿ったＳｙｎｃ　Ｂｌｏｃｋ位置となっている。
【０００４】
　図１にサーチ画像データのトラック上の領域配置図を示す。８倍速のサーチ画像データ
は、１６トラックごとに１組のデータが書き込まれており、図に示したように正／逆８倍
の速度でテープを搬送した場合に、（－）アジマスの磁気ヘッドがトラックパターンをト
レースする軌跡（傾き）に沿った位置にデータ記録領域が設けられている。従って、８倍
速モードでも全てのサーチ画像データを読み出すことが可能である。
【０００５】
　次に図２のブロック図を用いて、このようなサーチ画像データを読み出して表示するた
めのサーチ画像データ再生回路について説明する。１－１はカセットテープ、１－２は磁
気ヘッドから再生された再生データを増幅する再生アンプ、１－３は前記増幅された再生
データをデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器、１－４はＡ／Ｄ変換器（１－３）から出
力されたデジタルデータが書き込まれるＳＤＲＡＭ、１－５はそのＳＤＲＡＭ上に設けら
れた読み出しデータ記憶領域である。１－６は読み出しデータのエラーを訂正するエラー
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訂正回路、１－７は前記テープから読み出されたデータの中から、サーチ画像データを取
り出し、ＳＤＲＡＭ（１－４）上に設けられたサーチ画データ記憶領域（１－８）に、後
述する画面形式（図３参照）に応じた構成で書き込むサーチ画像生成回路、１－９はサー
チ画データ記憶領域（１－８）上に記憶されたサーチ画像データを取り出してアナログ信
号に変換し、不図示のモニタに出力するＤ／Ａ変換器である。
【０００６】
　高速サーチモードにおいては、磁気テープから読み出されたサーチ画像データを前述し
たような再生回路を用いて再生することで、８倍速であれば１５フレーム／８（時間）≒
０．０６［秒］に１画面程度の更新速度で、連続的にサーチ画像を表示することが可能で
ある。
【０００７】
　このようなサーチ画像の画面構成についてはこれまでもいくつかの提案がなされている
が、図３を用いて、輝度データの有効画素が水平×垂直で１４４０×１０８０、色差デー
タの有効画素が水平×垂直で７２０×５４０となる再生画像を、サーチ画像データへと形
式変換する場合について説明する。この例では、前述した分解能の画像データを、水平９
０×垂直６８マクロブロック（ＭＢ）の画像データに変換する。この場合の１ＭＢの構成
は、８画素×８画素の輝度ブロックを水平／垂直方向に２個づつ並べた輝度情報と、その
ブロックに対応した８画素×８画素の色差情報（Ｃｒ及びＣｂ）を組み合わせたものとな
っている。これらの情報を通常画像情報より圧縮して短いデータ長に変換することで、図
１にて説明したような比較的狭いサーチ画像データ領域に記録することが可能となる（例
えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００２－２０９１７９号公報
【特許文献２】特開２００２－３１４９４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上説明したようなこれまでの提案においては、従来、サーチ画像データは単に磁気テ
ープを高速で搬送しながら再生する高速サーチ再生時に用いられること以外には有効的な
活用方法がなかった。また従来は、カセットテープ内にどのようなシーンが記録されてい
るかを直ちに知るための有効的な手段はなかった。
【０００９】
　本発明は上記の如き課題を鑑みてなされたものであり、前述したサーチ画像を有効利用
することで、記録媒体内にどのようなシーンが記録されているかが直ちにわかるような仕
組みを提供するとともに、記録媒体内に記録されたシーンのインデックス画像の表示と、
通常の再生画像の表示とを選択的に行えるように構成した画像再生装置を提供することを
目的とする。
【００１０】
　また、前記インデックス画像を、通常再生時またはサーチ再生時に再生されたサーチ画
像データを用いて生成することを更なる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の画像再生装置は、通常再生用の画像データとサー
チ再生用のサーチ画像データとが記録された記録媒体からデータを再生する画像再生装置
において、前記記録媒体から前記画像データと前記サーチ画像データとを含むデータを再
生する再生手段と、前記再生手段により再生されたデータに含まれる前記画像データを正
方向一倍速で通常再生するときに、前記再生されたデータに含まれる前記サーチ画像デー
タを抽出して記憶する記憶手段と、前記画像データを所定枚数の縮小画像によって表した
インデックス画像の生成を指示する指示手段と、前記指示手段による指示に応じて前記イ
ンデックス画像の生成が行われる際、前記記録媒体の記録終了位置にサーチして当該記録
終了位置のタイムコード値を読み込んだ後、前記通常再生とは逆方向のサーチ再生を行っ
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て、前記タイムコード値と前記所定枚数とに従って決定される間隔に位置するサーチ画像
データのうち、前記記憶手段に記憶されていないサーチ画像データを抽出して前記記憶手
段に記憶するサーチ再生手段と、前記通常再生及び前記サーチ再生によって前記記憶手段
に記憶されたサーチ画像データを用いて、前記所定枚数の縮小画像を並べたインデックス
画像データを生成するインデックス画像生成手段と、前記通常再生された前記画像データ
に係る表示画像と、前記サーチ再生された前記サーチ画像データに係る表示画像と、前記
インデックス画像生成手段で生成された前記インデックス画像データに係る表示画像とを
選択的にモニタに表示させる選択手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、モニタに表示される再生画像として、通常再生された画像と、サーチ
再生された画像と、インデックス画像とで、ユーザーが任意に選択できるようになる。ま
た、通常再生と逆方向のサーチ再生とによって抽出されたサーチ画像データを用いてイン
デックス画像を生成可能としたことにより、効率的にインデックス画像を生成できるよう
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら本発明の好適な実施の形態を説明する。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　本発明の画像再生装置の例として、デジタルビデオカメラで実施した場合の実施形態に
ついて説明する。以下、その再生時の動作について説明する。
【００１５】
　図４は本実施形態におけるデジタルビデオカメラの電気的なブロック図であり、４－１
はメカデッキ、１－１はメカデッキ（４－１）に装着され、図１のような形式でサーチ画
像データが記録された記録媒体のカセットテープである。１－２は磁気ヘッドから再生さ
れた再生信号を増幅する再生アンプ、１－３は増幅された再生信号をデジタルデータ（再
生データ）に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００１６】
　１－４はＡ／Ｄ変換器（１－３）から出力された再生データが書き込まれるＳＤＲＡＭ
、１－５はＳＤＲＡＭ（１－４）上に設けられた読み出しデータ記憶領域である。１－６
は読み出しデータ記憶領域（１－５）内に記憶された再生データのエラーを訂正するエラ
ー訂正回路である。４－２は読み出しデータ記憶領域（１－５）に記憶された再生データ
のタイムコードを読み出すためのタイムコード読み出し回路である。
【００１７】
　１－７は読み出しデータ記憶領域（１－５）に記憶された再生データからサーチ画像デ
ータを抽出し、ＳＤＲＡＭ（１－４）上に確保されたサーチ画データ記憶領域（１－８）
に図３のような画面形式に応じた構成で書き込むサーチ画像生成回路である。４－３はサ
ーチ画データ記憶領域（１－８）に記憶されたサーチ画像データを読み出して所定のサイ
ズに縮小処理して、ＳＤＲＡＭ（１－４）上に確保されたインデックス画像生成領域（４
－４）の指定されたアドレスに、生成した縮小画像データを書き込む画像縮小回路である
。４－４は縮小された複数個のサーチ画像データを集めてインデックス画像データとして
生成、記憶するためのインデックス画像生成領域である。
【００１８】
　４－１４は読み出しデータ記憶領域（１－５）に記憶された再生データを読み出して、
ＭＰＥＧ復号処理等の所定の画像処理を行う画像処理回路、４－１５はサーチ画データ記
憶領域（１－８）に記憶されたサーチ画データを読み出して、サイズ調整等の所定の画像
処理を行う画像処理回路である。４－１３は通常再生、すなわち正方向一倍速で再生され
た再生データに係る再生画像を表示するか、サーチ再生されたサーチ画像データに係る再
生画像を表示するか、生成されたインデックス画像データに係るインデックス画像を表示
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するかに応じて入力データを選択する切り替え手段である。通常再生画像を表示するとき
は画像処理回路（４－１４）からの入力を、サーチ画像を表示するときは画像処理回路（
４－１５）からの入力を、インデックス画像を表示するときはインデックス画像生成領域
（４－４）からの入力をそれぞれ選択して、Ｄ／Ａ変換器（１－９）へ出力する。Ｄ／Ａ
変換器（１－９）でアナログ信号に変換された表示画像信号は、不図示のモニタへ出力さ
れて、そこで表示される。
【００１９】
　４－５はインデックス画像生成領域（４－４）に記憶されるインデックス画像データに
関してＪＰＥＧ圧縮・伸張処理するＪＰＥＧコーデックである。ＪＰＥＧ圧縮されたイン
デックス画像データは、ＳＤＲＡＭ（１－４）上に設けられたインデックス画像ファイル
記憶領域（４－６）に書き込まれる。さらに、インデックス画像ファイル記憶領域（４－
６）から、不揮発性のフラッシュメモリー等を用いた記憶装置４－１２へ移して、ＪＰＥ
Ｇ圧縮されたインデックス画像ファイルを記録することもできる。
【００２０】
　４－１０はマイクロコンピュータ（マイコン）であり、図４に示す各部の動作制御を行
う。また、マイコン（４－１０）はユーザーからの操作指示をキー入力部（４－９）から
受けつけて、ユーザー指示に基づいた制御を行う。ユーザーは、通常再生、サーチ再生或
いはインデックス再生の指示をキー入力部（４－９）から行うことができる。また、通常
再生中或いはサーチ再生中に、インデックス画像の表示をユーザーが指示した場合には、
マイコン（４－１０）はインデックス画像の表示を行うように制御する。
【００２１】
　次にインデックス画像を生成するときの動作について詳しく説明する。インデックス画
像を生成するために必要なサーチ画像データは、通常再生中或いはインデックス画像生成
モードでサーチ再生を実行することで再生される。
【００２２】
　通常再生中は本来主画像データ（ＭＰＥＧデータ）が再生されるが、同時にサーチ画像
データも再生される。再生されたサーチ画像データは、サーチ画データ記憶領域（１－８
）に記憶され、さらに記憶された当該サーチ画像データを画像縮小回路（４－３）によっ
て縮小処理して、その時のタイムコードに関連付けて、インデックス画像生成領域（４－
４）に記憶しておく。通常再生時、マイコン（４－１０）はこのような制御を行う。
【００２３】
　一方、インデックス画像生成モードでは、まず、メカデッキ（４－１）の制御を行いテ
ープ（１－１）を高速で走行させながらサーチ再生を行って、再生されるデータを読み取
る。また、タイムコード読み出し回路（４－２）により読み出されたデータのタイムコー
ドをチェックし、タイムコードにしたがって次々と再生されてくるデータに含まれるサー
チ画像データをインデックス画像として取り込むか否かを決める。タイムコードをみて、
インデックス画像に追加すべきサーチ画像データであると判断した場合は、サーチ画デー
タ記憶領域（１－８）に記憶された当該サーチ画像データを画像縮小回路（４－３）によ
って縮小処理して、インデックス画像生成領域（４－４）に書き込む。
【００２４】
　また、インデックス画像生成領域（４－４）は、記憶したサーチ画像データを所定のサ
ーチ画像枚数単位で管理する。図４ではサーチ画像を１２枚集めて、一枚のインデックス
画像を生成するようにしてアドレス等を管理する例である。
【００２５】
　このようにしてテープ（１－１）からすべて、或いは所望の範囲内のサーチ画像データ
を再生し終えたら、インデックス画像生成モードは終了となる。インデックス画像生成領
域（４－４）に記憶されたインデックス画像データは表示に用いることができると共に、
インデックス画像生成モードが終了した時点でＪＰＥＧコーデック（４－５）を起動し、
インデックス画像生成領域（４－４）に記憶されたインデックス画像データのＪＰＥＧ圧
縮処理を行い、更にヘッダ等の付随データを付加してインデックス画像ファイルを作成し
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て、インデックス画像ファイル記憶領域（４－６）に記憶することができる。
【００２６】
　以上のようなインデックス画像生成にかかわる制御は、マイコン（４－１０）が行う。
この制御手順について、フローチャートで表わすと図５のようになる。
【００２７】
　図５において、ユーザーによるキー操作によりインデックス画像生成が開始されると、
マイコン（４－１０）は、まずステップＳ５－１にてテープ（１－１）をテープ上の記録
終了位置まで早送りを行う。次に、ステップＳ５－２にて記録終了位置のタイムコードの
値を読み込み、ステップＳ５－３にてそのタイムコード値をインデックス画面の分割数で
割り算する。その値（Ｘ）が、インデックス画像としてサーチ画像データを取り込む際の
取り込み間隔となる。
【００２８】
　ステップＳ５－４にて逆方向サーチを開始する。ステップＳ５－５では逆方向サーチを
行っていく過程で再生される取り込み対象のサーチ画像データに対して、通常再生時に既
にインデックス画像生成領域（４－４）へ一時記憶させたサーチ画像データで有るかどう
かを、再生されるタイムコードを元にチェックする。一時記憶させたサーチ画像データで
ある場合は、ステップＳ５－７へ進み（サーチ画像データの取り込みは行わない）、一時
記憶させたサーチ画像データでない場合は、ステップＳ５－６へ進んでインデックス画像
への取り込み処理を行い、縮小したサーチ画像データをインデックス画像生成領域（４－
４）へ随時追加する。
【００２９】
　次に、タイムコード値を読み出しながら、当該タイムコードの値に応じて判断される不
必要なサーチ画像データはスキップしながら進んで、ステップＳ５－７でタイムコードが
前記（Ｘ）だけ巻き戻ったことをチェックする。そして、タイムコードが（Ｘ）だけ巻き
戻った部分のサーチ画像データに対して、ステップＳ５－８では分割数の分だけサーチ画
像データを取り込みしたかを判断し、取り込みしていない場合はステップＳ５－５の処理
から繰り返し、取り込みしている場合はステップＳ５－９へ進む。
【００３０】
　ステップＳ５－９にてサーチ再生動作を停止し、ステップＳ５－１０にてここまでの手
順にて生成されたインデックス画像生成領域（４－４）内のインデックス画像データをＪ
ＰＥＧ圧縮し、ＳＤＲＡＭ（１－４）上のインデックス画像ファイル記憶領域（４－６）
にＪＰＥＧファイルを記憶する。以上で本フローが終了となる。
【００３１】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、インデックス画像を生成し、表示或いはＪＰＥＧファイルとして
記憶可能とした構成までを説明した。本実施形態では、第１の実施形態で生成されたイン
デックス画像から個々の画像を印刷することを前提とした表示方法及び必要な制御につい
て説明する。なお、本実施形態の画像再生装置の構成は、第１の実施形態と同じデジタル
ビデオカメラの構成に基づいて説明する。
【００３２】
　図６に、インデックス画像生成領域（４－４）に記憶されたサーチ画像データと印刷設
定情報を合成して、印刷時のプレビュー用としてインデックス画像を表示するときの例で
ある。
【００３３】
　この図において６－１はインデックス画像のプレビュー画面であり、個々のサーチ画像
データに係る画像が表示される。インデックスの表示順は、取り込まれた画像のタイムコ
ード順に行う。６－２は選択された画像を表わしており、カーソルが表示された状態であ
る。６－３は確認ウィンドウで、ユーザーに向けた必要な情報提供や、画像の印刷中はそ
の進行状況が表示される。６－４はサーチ画像表示ウィンドウで、単体で大きいサイズの
サーチ画像及びタイムコード値を表示している。６－５は印刷設定確認画面で、レイアウ
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ンである。このボタンを操作することで画像の印刷を実行または停止することが可能であ
る。
【００３４】
　本実施形態におけるマイコン（４－１０）が行う制御手順について、図７のフローチャ
ート図を用いて詳しく説明する。
【００３５】
　図７において、ユーザーによるキー操作によりインデックス画像生成が開始されると、
マイコン（４－１０）は、まずステップＳ７－１にてテープ（１－１）をテープ上の記録
終了位置まで早送りを行って、記録終了位置のタイムコードの値を読み込み、ステップＳ
７－２にてそのタイムコード値をインデックス画面の分割数で割り算する。その値（Ｘ）
が、インデックス画像としてサーチ画像データを取り込む際の取り込み間隔となる。
【００３６】
　ステップＳ７－３で表示可能なインデックス画像がインデックス画像生成領域（４－４
）に記憶されているかどうかを、マイコン（４－１０）によって保存されているタイムコ
ードを元に検索する。保存されている場合は、ステップＳ７－４でインデックス表示画面
を生成するが、必要なサーチ画像データが一部でも保存されていない場合は、ステップＳ
７－５として欠けているサーチ画像の位置情報であるタイムコードの値を保存してから、
ステップＳ７－４でインデックス表示画面を生成する。
【００３７】
　ステップＳ７－６では、ユーザーが図６の様な画面を見ながら所望の画像を選択する際
に、選択された位置の画像が取り込まれている場合は、ステップＳ７－１１へ進み、ステ
ップＳ７－１１で選択された画像データを不図示の外部プリンタへ送信して、印刷を行う
。もし選択された位置が画像の取り込まれていないブランク部分である場合は、ステップ
Ｓ７－７へ進んで、ステップＳ７－５で保存されたタイムコード値に基づき、そのタイム
コード値が記録されたテープ位置まで逆方向サーチを行う。
【００３８】
　ステップＳ７－８でタイムコードが前記タイムコードの位置だけ巻き戻ったことをチェ
ックする。そしてステップＳ７－９にて、前記タイムコードまで巻き戻った部分のサーチ
画像データをインデックス画像として取り込む。その後ステップＳ７－１０でサーチ動作
を停止し、ステップＳ７－１１で取り込んだ画像データを不図示の外部プリンタへ送信し
て、印刷を行う。以上で本フローが終了となる。
【００３９】
　このように本実施形態によれば、作成したインデックス画像を用いた印刷処理も行える
ようになる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】サーチ画像データのトラック上の配置図である。
【図２】従来のサーチ画像データ再生回路ブロック図である。
【図３】サーチ画像の画面構成例である。
【図４】本実施形態におけるデジタルビデオカメラのブロック図である。
【図５】インデックス画像の生成に関するフローチャートである。
【図６】インデックス画像の表示例である。
【図７】インデックス画像をプリント処理に用いたときの制御に関するフローチャートで
ある。
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